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　琉球大学は開学以来、地域に根ざした教育・
研究を展開してきました。亜熱帯島嶼特有の自
然環境と、歴史・文化の豊かさを有する学術的
価値の高いフィールドを活かし、環境への深い
理解と配慮を基盤とした大学運営に日々取り組
んでいます。
　学術活動においては、沖縄という地域特性を
活かした「Island Wisdom（島嶼の智慧）」の創
出と発信を通じて、環境課題の解決に資する知
の蓄積と社会への還元を推進しています。自然
との共生をテーマにした多様な研究は、基礎か
ら応用に至るまで幅広く展開されており、地域
との協働を基盤に、地域とともに豊かな未来社
会をデザインする「地域貢献型大学」としての
役割を積極的に果たしています。
　キャンパス整備においても、環境への配慮を
重視しています。将来に向けた長期的なキャン
パスの整備計画を定めた「キャンパスマスター
プラン」では、千原キャンパスが自然と融和し
た美しい景観を保ちながら、賑いが生まれ、地
域社会との活発な交流の場・共創の場となるこ
とを目標としています。また、西普天間キャン
パスでは、医療人材の育成と高度先進医療を提
供する拠点として、地域に根差した新たな価値
の創造を図っています。

　環境への配慮の観点では、SDGsの理念である
「すべての人の人権尊重」や、DE&I（多様性・
衡平性・包括性）といった世界基準の価値観を
大学構成員間で共有し、組織運営に活かすこと
で、新しい時代の意識を備えた大学へ変革を進
めています。これにより、持続可能な社会の実
現にも積極的に寄与します。
　さらに、地域との共生と発展に貢献すること
をミッションとする「ランド・グラント大学」
として、地域社会およびグローバル社会との
パートナーシップや連携を強化し、Society 5.0以
降の多種多様な社会において、知の拠点として
の本学のプレゼンスを高めていくことを目指し
ています。
　琉球大学は、今後も多面的な取り組みを通じ
て沖縄の自然と文化を尊重し、環境への配慮と
調和を重んじた大学運営に努めてまいります。
そして、持続可能な社会の実現に向けて、次世
代に誇れる未来を創造するために、教育・研究
機関としての社会的責任を果たすと同時に、人
材育成と地域・国際社会への貢献を両立してい
く所存です。
　引き続き、皆様のご理解とご支援を賜ります
よう、心よりお願い申し上げます。

　ここに『琉球大学環境報告書2025』をお届けいたします。本
報告書は、2024年度における本学の教職員および学生による環
境配慮活動やキャンパスマネジメント等の取り組みを、関係者
の皆様に広く報告することを目的として作成しました。私たち
の環境への責任と挑戦の歩みをご理解いただければ幸いです。
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【表紙制作・デザイン】
琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会

表紙の制作については、エコキャン学生委員会
委員からのメッセージが込められています。
詳細は p.36 にあります。

琉球大学は、持続可能な開発目標 (Sustainable 
Development Goals;SDGs) の達成に貢献する活
動に取り組み、様々なパートナーと積極的に連携し、
持続可能な社会の実現に向けて行動します。

お知らせ
　これまで環境報告書へ掲載していた一部の項目に
ついては、統合報告書へ移動しました。
　こちらより、ご覧ください。

琉大の刊行物 > 広報誌 > 琉球大学統合報告書 2025

表紙制作にあたって

こんにちは。琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会です。
今年も環境報告書の表紙制作を担当させていただきました。
今年の表紙に込めた思いを紹介したいと思います。

　今年度の環境報告書の表紙は、サンゴが織りなす沖縄の海をイメージしました。沖縄には世界に約
800 種あるサンゴのうち、およそ 200 種類が生息しており、その豊かさは国内随一です。サンゴ礁は
熱帯魚やウミガメなど多様な生物のゆりかごであり、漁業や観光業を支えるとともに、私たちの暮ら
しを守る大切な土台となっています。
　しかし近年、地球温暖化に伴う海水温の上昇や異常気象によって、沖縄のサンゴは年々減少傾向に
あります。その影響は生態系にとどまらず、観光業や地域経済にも大きな打撃を与えかねません。サ
ンゴを守ることは、美しい自然環境を守るだけでなく、沖縄の未来そのものを守ることにつながりま
す。
　本年度、琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会では、初めて「第 19 回環境マネジメント
全国学生大会」を主催・運営しました。大会テーマは「＃ 35 から紐解く環境×経済」。このテーマの
もと、環境保全と経済活動の両立をどう実現していくかが議論されました。サンゴはその象徴とも言
える存在です。
　琉球大学エコロジカル・キャンパス学生委員会は、本大会を通して、環境と経済活動の両立の重要
性を再認識することができました。私たち若い世代が、沖縄にとって唯一無二の資源であるサンゴを
未来へと守りつないでいく、そのような思いを込めています。

表紙制作：宮良華歩（工学部工学科 2年）

写真提供：施設運営部職員
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